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Abstract 

As network society grows rapidly and globally, information sources, such as digital 

libraries(DL) , databases, have been built over Internet These sources are becoming digital assets 

containing a huge volume of multimedia contents. In this paper, we propose PVL, a private virtual 

library, in which a user can use information of heterogeneous data type from these sources as well as 

real-time data obtained from cameras and VOD servers in the advanced information networks. 

Our main theme is to realize a flexible virtual library that enables users to customize the system 

privately in a bottom-up fashion, in every aspect of intelligent information media PVL is realized 

with repositories composed of data warehouse and heterogeneous mirrors, and autonomous agents 

that work cooperatively. We describe fundamental constructs of PVL in the paper. 
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1. はじめに

図書館の起源は、紀元前700年頃にニネヴェ王宮に泥板を並べたものが始まりであると言わ

れている。その後、製紙技術や印刷技術の発達に伴い、本を集めた図書館が世界中に普及した。

図書館でのコンピュータ利用についてみると、最初に目録情報の管理にコンピュータが利用さ

れるようになった。その後、ネットワーク技術や、デイジタル技術の発達によって、今日では

多くのデジタル図書館が構築されつつある。

デジタル図書館 (DigitalLibrary、以下、 DLと言う）は、目録情報などの2次情報のみなら

ず、本の 1次情報であるコンテンツをデータ化して蓄積しておき、マルチメデイアデータ、デ

ータ間の相互関連付け、ネットワークを用いた遠隔地からのアクセスなどを利用しながら、デ

イジタル技術がもたらす多くの利点をそのまま取り込んで、巨大なデイジタル資産となりつつ

ある。これらのDLは、各々の組織やプロジェクトが持つ図書、文献、写真、映像などの情報

をインターネット上で公開し、情報を共有する目的で構築されており、既存の情報をもとに、

トップダウンに構築できるという特徴を持つ。一方、従来型の図書館には、出版された図書、

管理上の理由などで公開できない貴重な文献がデイジタル化されずに膨大な量で存在する。ま

た、映像や音声を用いた記録も様々な情報メデイアの形態で蓄積されている。

このような図書館やDLの情報は、各々の利用者に一様に公開されており、利用者が個人の

目的や嗜好に応じた個人的な利用という視点に欠ける。これを可能にするには、 DL、ネット

ワーク上のデータベースや図書館などを情報資源とみなして、蓄積された情報を個別に利用す

ることの可能なプライベートライプラリの枠組みが必要である。明らかに、このようなライプ

ラリはポトムアップに構築するのが自然である。

本稿では、高度情報環境における、ポトムアップに構築可能な、プライベート仮想ライプラ

リPVL (Private Virtual Library)を提案する。本システムは、ネットワーク上に構築された、

既存のDLやデータベースなどの情報資源に蓄積された情報を、個人の視点で利用したり、必

要に応じて再利用することを可能にする夢のシステムである。 PVLは、情報収集、蓄積、転

送、利用者インタフェースなどにおいて、個人の利用に応じてカスタマイズすることを可能に

する利用者指向の柔軟なシステムである。

プライベート性の角度から、既存のシステムのこれらの側面をみてみよう。

［情報収集］

DLやデータベースなどのネットワーク上の情報資源にアクセスする方法としては、シーケ

ンシャルに各資源にアクセスする方法、エージェントが代理に資源ヘアクセスする方法などが

代表的である。また、情報資源の利用頻度などの状況を判断し、適切な処理方法に切り替える

もの、また、利用者個人の利用傾向や、好みなどの個人情報をフィードバックして利用するシ

ステムなどが開発されている。しかし、原則として、これらのシステムは、データ系の情報を

中心に取り扱っており、ストリーム系の情報を提供する情報資源には、適用されていない。従

って、情報資源のメデイアタイプや、情報提供の質QoS(Quality of Service)を十分に考慮し
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た情報の収集法、あるいは、データ系とストリーム系の両者の情報を組み合わせたような情報

収集法は実現できてない。また、データ系情報に限っても、対象とする情報資源の動的な切り

替えなどはできない。

［情報転送］

DLが構築されているインターネット環境では、データの転送はデータグラムを用いたコネ

クションレス型パケット交換方式を用いている。このため、異なるマルチメデイアデータが同

一方式で転送されているので、 QoSが保たれない。また、コネクション型パケット交換方式で

は、通常、サーバー側の制御による情報転送が行われる。情報の転送には、情報のコンテンツ

ならびに利用者側の環境や情報を考慮した柔軟な転送が、ボトムアップなライブラリの構成に

応じて動的に行われる必要がある。

［利用者インタフェース］

DLやデータベースなどの、ネットワーク上の情報資源は、それぞれのサイトや組織の責任

のもとで作成され、保守されている。利用者インタフェースは、システムを個人用にカスタマ

イズする機会を提供している。利用者は、自分の好みに応じた異なるメデイアタイプの情報を、

組み合わせて見ることを要求するが、一般的に、システムから提供される利用者インタフェー

スは同ーである。利用者が個人の目的に応じて、専用の利用者インタフェースを持つことは自

然である。電子化された本（以下、バーチャルブックという）を読むための最適な “プライ

ベート利用者インタフェース”を検討する必要がある。

［情報の蓄積］

個人の利用のために収集した情報は、異種データ型を持つオプジェクト、半構造化データ、

実時間で得られるデータなど多様なデータが考えられるため、これらを必要に応じて柔軟に格

納できる必要がある。また、これらのデータは、グループ間での共同利用、動的な分類・クラ

スタリング、アノテーションなどに再利用できるのが望ましい。

上記のように、 PVLの実現には、利用者側の情報を利用し、システムを個人用にカスタマイ

ズできることが必要である。

本稿では、 ATM-IANとB-ISDNを中心に構成される高度情報環境において、データウェアハ

ウス技術とエージェント技術を用いてPVLを実現する枠組みについて議論する。本研究は、高

度ネットワーク環境における知的情報メデイアの開発を目的に行っている。

2節ではPVLの特徴、 3節ではPVLの基本構造と稼動環境について述べ、 4節では、関連研

究、 5節でまとめる。 PVLは以下のような特徴を持つ。

2.PVLとは

PVLはネットワーク上の分散型アプリケーションで、利用者は本棚から本を取り出して読む

のと同じように、仮想ライプラリから情報を入手して利用することができる。 PVLの特徴を以

下に述べる。
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［個別化){ Personalization) 

PVLは利用者に応じて個別化を図った利用者指向の情報システムである。個別化は各利用者

の利用する情報資源、メデイアタイプ、嗜好、利用する利用者インターフェースならびに利用

傾向などをもとに、質問処理、情報の収集、転送、蓄積、利用者インターフェースなどの各側

面で行われる。また、 PVLでは、個人単位の個別化のみならず、研究グループ、授業クラス単

位、作業グループなどのグループでも必要に応じて情報を個別化して共有・再利用できる。個

別化は、 ATM-LANとB-ISDNが構成する超高速データ処理系で可能となっている。

［バーチャルブックとリアルブックの統合J(Integration of Virtual Book and Real Book) 
利用者はネットワーク上から検索した“バーチャルプック”を読むことが可能で、さまざま

な種類のマルチメデイアデータや、目録情報やライプビデオなどを扱うことが可能である。本

システムでは、実際に出版された本を“リアルプック”として利用でき、バーチャルプックと

同様に表示される。コンテンツの理解を深め、利用者は本棚からリアルプックを読むように、

ネットワーク上に存在することや、バーチャルプック・リアルプックの区別を意識せずに読む

ことが可能である。前者はネットワーク透過性や、位置透過性を与えることに相当する。必要

なデータは、 DLや、 Webサイトや、カメラ映像やリアルタイムアプリケーションなどの、情

報資源から繰り返し、動的に収集される。

利用者は好みに従って個別にネットワーク上のバーチャルプックやリアルプックを収集し、

読んだり聞いたり、比較したり、コメントをつけたり、さまざまな目的に柔軟に対応するよう

に、再利用することが可能である。

多くの図書館では、管理上や安全上の問題から公開していないデータが存在する。これらの

コンテンツを、人類のデイジタル財産として、電子的に蓄積しておくことで、一般公開が可能

になり、このような問題は解決されると考えられる。

［情報提供の適時性J(In-time Access to Necessary Information) 
ネットワーク上から入手したデータや知識は、一時的に必要なデータと、何度も必要なデー

タといった、 2つのカテゴリに分類することが可能である。そこで、 PVLは、検索した情報を

対話的に選び、プライベートライプラリに個別的に格納することが可能である。さらに、シス

テムは位置情報や、スキーマ情報や、処理方法やチャンネルなどの、検索データのメタデータ

を、柔軟なレポジトリ内のシステムファイルに、自動的に格納し、 QoSに従ってシステムを制

御するのに利用する。

また、 PVLはスムーズな情報提供を可能にするため、定期的にネットワーク上の情報資源か

ら情報を検索し、レポジトリ内に格納された情報と比較している。この結果、利用者は即時に

好きなデータにアクセスすることが可能で、ネットワーク上のデータを何度も検索するといっ

た非効率性を取り除くことができる。

［柔軟な情報の格納と再利用性J(Flexible Repository and Reusability) 
PVLのレポジトリは柔軟な構造を持ち、利用者インタフェースを用いて、対話的に検索デー
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タを選んだり、動的に分類、構成、コメント付けすることが可能である。また、バーチャルプ

ックだけでなく、利用者自身が所持するリアルブックや、出版社に存在する本を、異なるカテ

ゴリに分類して格納しておくことが可能である。バーチャルプックを扱う際、位置データや、

出版社だけが所有している本、まだ出版されていない本などといった、生のデータを格納する

ことも可能である。利用者は収集したデータを、目的に応じて、様々な要素にしたがって編成

することが可能である。すなわち、著者別や分野別の並び変えや、動的な複数のカテゴリヘの

分類、ビューの生成などが可能である。

また、 PVLでは、 1つのデータを複製せずに、複数の分野にまたがって蓄積しておくことが

可能である。この技術は、古文書などの歴史的に価値のあるものを扱う時に有効である。

［知的利用者インタフェース](Intelligent User Interface) 

利用者インタフェースは、それぞれの利用者が、インタフェースに満足するように、個人用

にカスタマイズする役割を果たしている。 PVLでは、コンピュータ上で本を読む、最適の方法

を探すため、複数のインタフェースを用い、“ライブラリメタファー"や“輪読メタファー”

などの、いくつかのメタファーの実現を試みる。また、音楽に関する好みのデータを用いるこ

とによって、利用者にあった音楽を選び、提供することが可能である。

利用者は、複数のリアルプックやバーチャルプックを同時に扱うことが可能で、コメントや

ブックマークをつけ加えたり、コンテンツの一部を、後日使用するために蓄積しておくことが

可能である。

［自己保守機構](Self-maintenance Capability) 

PVLは自己保守機構を備えている。したがって、利用者は整理された状態から読むか、最後

にアクセスした状態から読むか選ぶことが可能である。また、利用者の対話的操作や自動操作

を適正なサイズに保つため、一定期間アクセスされなかったデータは、 'PVLから削除し、“ご

み箱＂に移動する。さらに、自己組織化技術やデータマイニング技術を用いて、レポジトリを

再構築する機構を持つ。

3.PVLの基本構造

本章では、 PVLの基本ソフトウェア構造と実験環境、情報資源などについて述べる。

3.1ソフトウェアの構成

PVLは、情報ベースにデータウェアハウスモデルを、情報処理系にエージェントパラダイム

を用いて構成する。 PVLば情報を蓄積するレポジトリと、情報収集や利用者インタフェース

などを制御する自律的なエージェントに分類される（図 1)。これらのエージェントは、シス

テムの柔軟性や拡張性を高めるために、協調的に作業する。

［自律的エージェント群］

・メデイエータ

メデイエータは自律エージェントで、利用者インタフェースから利用者の検索要求を受け付
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（ ユーザーインターフェース

（ォーガナイザー） (~) 

(~ ← ~) --― 情録統合のためのデータウェアハウス
異種ミラー

） 
（りハンド7--=_)

3キャンバス上の
高度情報躙壊

図1 PVLの基本ソフトウェア構成

け、利用者プロファイルを参照してカスタム化を図り、データウェアハウスに送る。その後、

検索要求はラッパーに転送され、異種ミラーにスイッチされる。また、メデイエータは異種ミ

ラーから入手したデータを集め、利用者の要求にしたがって利用者インタフェースに戻す。

適切なデータが見つからなかった場合、メデイエータは利用者プロファイルにしたがって、

インターネット上のDLやデータベースなど、外部の情報資源にアクセスし検索を行う。また、

得られた結果の中から、フィルタ機能により不必要なデータを削除する。これにより、利用者

の好みを反映したデータの提供することを可能にする[5]。メデイエータを用いることで、利

用者はデータタイプの違いや、必要な情報の所在などを、意識せずに利用することが可能とな

る。

・ラッパー

ラッパーはそれぞれの情報資源の、異なったデータモデルと質問システムを変換し、統一さ

れたものとして振る舞わせる。すなわち、共通の言語を受け付ける独立した情報エージェント

とすることができる。

ラッパーはメデイエータからの質問を、各異種ミラーで使用されているフォーマットに変換

し、ミラーに検索要求を出す。その後、ミラーからの検索結果を受け取り、利用者インタフェ

ースに戻す。ラッパーを用いることで、情報資源のデータモデルや質問言語から独立した、す

なわち、情報資源のシステムの変更に左右されない、プライベートライプラリの構築が可能で

ある。インターネット上の情報資源は、多様なデータモデルで構成されているので、ラッパー

の半自動的構築を可能にするメタツールを構築し、利用する。

・モニター

モニターは異種ミラーに格納されている情報の入手先に定期的にアクセスし、情報の更新を

見つけ、利用者に知らせるエージェントである。

• UIハンドラー
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UIハンドラーは個人情報にしたがって、適切な利用者インタフェースを提供するエージェ

ントである。 PVLでは、異種ミラーやカメラやビデオ・オン・デマンド・サーバー（以下、

VODサーバーという）からマルチメデイアデータを入手するため、ログイン時にプロファイ

ルやデータウェアハウスに記述した、利用者のメデイアタイプの利用傾向などを用いて、適切

な利用者インタフェースを提供する。これにより、個人の要求に応じた情報の利用が可能にな

る。

•Rモニター、オ＿ガナイザ＿

Rモニターはデータウェアハウスが適切なサイズ、最新の情報を保つように監視する。 PVL

では、利用者は必要なデータをデータウェアハウスに格納し、異種ミラーや他の情報資源の実

データと、ポインタを用いて関連づける。一定期間アクセスしなかったデータは、‘‘ごみ箱"

に移動し、 Rモニターが利用者に通知する。さらに、すべての利用者がアクセスしないデータ

は、データウェアハウスだけでなく、異種ミラーからも削除し、 PVLから削除する。

オーガナイザーは、異種ミラーに格納された情報を再編成するエージェントである。ミラー

に集められた情報の中には、隠れた本質的な関係、冗長な関係などが存在するものがあり、利

用者はフィードバックによって、システムの能力を高めるために、データ間の隠れた関係を引

き出す。たとえば、ビデオデータは異なる視点からアクセスするために、動的に生成された、

新しいインデックスを生成する必要があり、連続したイメージは、本質的な意味を与えるため

に、要約する必要がある。このような場合、オーガナイザーは、自己組織化手法やデータマイ

ニング手法を用いて要約を行う。

［情報ペース］

・データウェアハウス

データウェアハウスには、仮想データを格納する。実現には、柔軟な構造を動的に生成でき

るインスタンスベースモデルを用いる [4]。このモデルは既存のスキーマベースの

DBMS(DataBase Management System)と異なり、グラフによりスキーマを代用させたクラス

レスシステムである。これによりデータウェアハウスの構造を段落的に生成• 更新することが

できる。このモデルはマルチメデイアデータを対話的に取り扱う場合有効である。

仮想データとしては、ミラーに格納される実オプジェクトを参照するポインタ、実オプジェ

クトが生成される実体化ビューヘのポインタなどが格納される。ポインタは外延的な表現法と

質問文により指定される内包的な表現法により与えられる。また、画像、音声、映像などの連

続オプジェクトに対しては、アンカーを用いてオプジェクトの部分領域をオプジェクト化して

用いる[4、17]。

また、データウェアハウスには、メタデータとデータ量、アクセス日時、処理方法などや、

ミラーに蓄えた図書などの著者、タイトル、アプストラクトなどの目録情報も蓄積する。これ

らのデータは、情報ベースの保守や知識発見に用いることができる。情報ベースに格納された
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データは、グループ間で共有できる。インスタンスベースを用いたデータウェアハウスでは、

個人の領域が全体グラフの部分グラフとして定義されるため、領域相互の包含関係を利用して

共同作業を行うことができる。

データウェアハウスは、ラッパーにより情報資源の持つデータモデルや質問システムと独立

して構築する。これにより、異種オプジェクト(HeterogeneousObject)を用いて個人のライ

プラリを構成できる。

データウェアハウスの実現には、オプジェクト指向データベース(Object-orientedDataBase、

OODBという）を用いる。

・異種ミラー群

異種ミラーは、インターネット上のDLやデータベースから収集した実データを格納する。

異種ミラーは、関係データベース(RelationalDataBase、RDBという）、 OODB、ファイルシス

テムの3つを用いる。これにより、 (1)異種のオプジェクトを適切なデータベースヘの格納、 (2)

高速な情報へのアクセス、 (3)ラッパーの役割の個別化、などが行える。また、ファイルシステ

ムを用いることで、 Webなどから収集したデータを格納して、これらを半構造化データとし

て構造化の対象とできる利点がある。

•利用者プロファイル

利用者プロファイルには、利用頻度の高い情報資源名、メデイアタイプ、チャンネル、利用

頻度などを記述し、ファイルとして各利用者が持つ。メデイエータは、検索時にプロファイル

を参照し、検索に利用者の好みを反映させ、検索結果の中から、利用者の好みに合わないデー

タをフィルタリングし、利用者インタフェースに戻す。

3.2実験環境

PVLの実験環境は、 ATMネットワーク上の以下の構成要素からなり、超高速かつ柔軟な情

報転送メカニズムと、ネットワーク上の情報資源から構成される。

・ATMネットワークは、四面体のトポロジーとなり（図2)、ワークステーションやPCなど

のコンピュータがATMネットワークによって結ばれている。 3つの離れたキャンパスを

ATMスイッチとB-ISDNを使って論理的に三角形に結んで構成している[1]。インターネット

は、クライアントからATMを使ってアクセス可能で、補助ネットワークはFDDIを使用する。

ATMネットワークは、外部の公衆のN-ISDNからも結ばれている。

・ワークステーションはNTSC映像を表示し、いくつかはATMスイッチに直結する。また、

RDB、OODB、ORDBといったDBMSを異種ミラーとして利用し、ファイルシステムのフル

テキスト検索サーバー、イメージサーバも利用する予定である。

・クライアントのPCや、複数のモニターが、教室内の50人以上の学生をサポートする。 ISDN

の発達により、 PCの可能性が増加すると考えられる。

• 本ネットワークにおいて、仮想パス(VutualPath、VP)の一部は、特定の目的のために確保

されている。これらの仮想チャンネル(VirtualChannel、VC)はATM指向アプリケーション
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図2 ATM-LANとB-ISDNを用いたキャンパスネットワーク

情報資源

に使用される。このことは、 (1)個人毎のQoS、グループに対するQoSの利用、 (2)特定のQoS

を備えた複数のクライアントの利用などの転送制御方針を含んでいる。

3.3分敵情報資源

PVLはネットワーク上に分散した様々な情報資源から情報を収集する。すなわち、以下のも

のを含む

・カメラ映像やVODデータから取り込んだライプビデオ

・ネットワーク上に分散したデータベース内のオプジェクトや、 DL内のオプジェクト

・PVL内のミラーデータベースにあるオプジェクト

ビデオアーカイプやビデオライプラリで情報資源が構成されているため、ライプビデオや

VODデータはPVLにとって必要不可欠であり、デイジタルデータを提供するのに、自然な方

法である。また、ライプビデオはPVL内で仮想と現実の統合をするのに、重要な役割をはたし

ており、この統合によって利用者は、仮想と現実の区別なく両者を同時に扱うことが可能であ

る。言いかえれば、統合によって利用者は、医学的対象や、文化的価値の高い対象などに、損

傷を与えることなく取り扱ったり、新しいオブジェクトを生成することが可能になる。

PVLの情報資源には、上記の諸項目を考慮した静的なレポジトリがある。データベースや

DLは各大学や組織が独自に開発、管理し、多くのデイジタルコンテンツが蓄積されている

[20]。データベースに教授資料を蓄積した教育機関や、貴重な資料を持つ博物館や、研究資料

や書誌情報をもつ研究機関があるため、 PVLでは、 RDBやOODBやFileSystemといった異なる

構造のデータを収集、蓄積する構造が必要である。これらの情報は独立して更新することが頻

繁にあり、情報資源へのポインタだけでなく、生のデータも格納し、更新アルゴリズムが必要

となる[2]。

情報資源の中には、ほとんど更新されないデータや、ほとんど利用されないデータがある。

そのような情報資源に常時アクセスしておくのは非効率的であり、利用者プロファイルにした

がって動的に変化させることが、定期的なミラーリングに望ましい。
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図3 ATM-LANと8-ISDNを用いたキャンバスネットワーク

図3に情報資源の利用をグラフ表記したものを示す。情報資源はグラフの底の部分に位置し、

ATMスイッチがつけられたノードNl、N2、N3、N4で示される。グラフの下半分は各利用者

が使用する情報資源を示し、利用者1はカメラ情報と情報資源bを使用しており、利用者2はカ

メラ情報と情報資源dと情報資源cを使用している。これらの情報資源からのデータは、ラン

タイムに定義され、メデイアタイプに従って転送される。 UIハンドラーは目的に応じて適切

な利用者インタフェースを準備し、メデイアタイプは利用者プロファイルにしたがって決定さ

れることで、 QoSが保証される。図3のグラフはランタイムにボトムアップに構築される。

このことによって、 (1)情報資源の柔軟な結合、 (2)利用者の位置透過性、 (3)ffi報資源のグルー

プ間維持、 (4)フィルタリングによる情報資源のセキュリティー管理、などの利点が得られる。

また、利用者プロファイルの有効性は、複数の情報資源から検索したデータのマージングラ

ンクによって調査されている。

4関連研究

高度ネットワーク環境における、分散ソフトウェアに関する研究開発が進められている。石

田ら[10]は、 VRMLによる仮想空間での、複数利用者の共存に関する実験を行い、 ATMを用い

た協調作業への拡張について議論している。 H20プロジェクト [11)はB-ISDN上において、

VRMLで生成された仮想空間と、ライプビデオによる実世界の統合に関する研究を行っている。

荻野ら[6]は高精細ライプビデオ画像のB-ISDNを用いた入カ・転送・表示に関する研究を行っ

ている。特にViewClassroomでは、ビューの概念を用いて教授と学生間のシステムの効果的

な利用、遠隔教育による仮想的なクラスの研究が進められている[9]。教授資料やレジュメの

管理には、柔軟な構造を持つ情報ベースが提案されている[7、8]。

インターネット上の情報収集を行う自律的なソフトウェアエージェントの研究は、ファシリ

テータとエージェント間言語の概念を用いた仮想カタログ[22)、情報収集エージェントとオン

トロジーを用いた情報統合デイレクトリ [21)、またそれらのECへの応用などの研究が進めら
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れている。また、ラッパーを用いた研究は、 [13][14] [15] [16]などがあり、 [19]では文書データ

ベースとWeb文書の統合に関する構造を、ラッパーを用いて実現している。データウェアハ

ウスの研究は、 [2]で実体化ビューの格納庫としての位置付けが提案されており、その後、更

新アルゴリズムの研究が進められている。 DLは、ミシガン大学、スタンフォード大学、

NAISTをはじめとして多くの大学で研究開発が進められている。本研究は、高度ネットワーク

環境において、情報システムの個別化として、情報システムの各側面で情報をフィードバック

することで実現することを目標にしている。この観点から、たとえば、 NTIHI研究所のM-

BONE対応システムがネットワークの状態や利用者の受信速度をフィードバック情報として用

いている。

5. まとめ

本稿では、高度情報ネットワーク上におけるプライベート仮想ライプラリの枠組みについて

述べた。本システムは、情報システムの各側面で個別化を図っており、データウェアハウス技

術、エージェント指向技術を用いて実現されている。情報資源には、 NTSCカメラ、 VODサー

バ、ならびにインターネット上のDLやデータベースなどの様々な資源を用いることができる。

情報ベースは、データウェアハウスとミラーから構成し、データウェアハウスには、クラスレ

スのインスタンスベースモデル、ミラーには、異なるタイプのDBMSを用いることで、異種オ

ブジェクトの柔軟な格納が行える。これにより、データウェアハウスは、情報資源に独立して

構築できる。

本システムは、利用者側の情報のフィードバックを、情報の転送、 QoS、利用者インタフェ

ースにも取り込んでおり、利用者指向の柔軟なシステムである。このため、様々な分野への応

用が可能であるものと考えられる。

また、本システムと同様の手法を用いてPVM(Private Virtual Museum)の研究も進めてい

る。

本研究は、関西大学大学院総合情報学研究科 課題研究「超高速データ処理系におけるデータ

ウェアハウス」により行いつつある。
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